
四万十市こども計画の策定に係るパブリックコメントの実施結果について

意見番号 該当頁 項目 意見 意見に対する市の考え方 計画への反映

1 15
②調査概要（調
査対象者）

「四万十市子ども計画」を策定するのであれば、少なくとも未
就学児童は別にして、小・中学生のアンケート調査をすべきで
ある。こどもがまんなかになっていない。

小中学生に対しては、こどもサミットの開催にあわ
せ、全児童・生徒を対象にアンケート調査を行って
います。紙面の都合で全てのデータを掲載すること
はできませんが、アンケートにより小中学生の意見
を参考にしている旨を追記し、実施結果を公表して
いる市ホームページの該当ページの紹介を紙面上に
追記します。

P62「1　四万十市こどもサ
ミット」の項目に、小中学生
へのアンケート実施の記述を
追記。市ホームページの掲載
箇所を追記。

2 17
③調査結果から
見える課題

Ｑ「土曜日と日曜日・祝日に、保育所等に利用希望はあります
か。」の設問はあるが”延長保育についての質問がない”この
ことは、Ｐ２８の利用状況が示されており利用が増加しいる。
Ｐ５５⑩延長保育事業、Ｐ６０⑥地域の実情に応じた取り組み
の中で、触れられているが、四万十市男女共同参画計画のＰ５
０、２「子育てや介護を支援する環境づくり」に「延長保育や
放課後児童クラブなどの子育て支援を充実すること」が求めら
れている。また、Ｐ５１施策の方向の多様な保育サービスの充
実「多様な保育ニーズへの対応を図るため、通常保育の内容は
体制の充実に加え、延長保育や（中略）、保育サービスの充実
を図ります。」と言っていることからして、ニーズがあること
を把握しながらアンケートの調査項目に入っていないことは恣
意的にこの項目を行っていないように思われる。上記の小・中
学生のアンケートを含め再調査が必要と思われる。

保護者アンケートにおきまして、ご意見いただきま
した延長保育及び放課後児童クラブの利用ニーズに
関連する調査を行っています。今回は紙面の都合
で、保護者ニーズの高い項目のみ掲載を行っており
ますので当該調査結果は掲載をしていません。全調
査項目を掲載することはできませんが、全ての調査
結果を公表している市ホームページの該当ページの
紹介を紙面上に追記して、閲覧ができるようにしま
す。

P63「2　子ども・子育て支
援に関する市民の意識調査結
果」の項目の冒頭に、紙面の
都合で全ての結果が掲載でき
ていない旨の説明文を追記。
市ホームページの掲載箇所を
追記。

3
25

（77）

(2)子ども・若者
の意識に関する
調査結果

Ｑ「あなたは将来も四万十市で生活したいと思いますか。」の
設問について、あまり思わない、全く思わないが５９．１％と
なっている。この事は大変な重大な事であるにもかかわらず。
この事に対して「こどもの意見を聴き、対話しながら、全ての
こども・若者が幸せな状態で成長できるまちづくりを進める必
要があります。」との調査結果から見える課題のコメントであ
る。この結果から、若者が生活したくないまちとは、大変重要
であるにもかかわらず安易な課題、表面的にしか捉えていな
い。このような重大な問題に対して、その原因が何か、どのよ
うな対策をしなければならないかを深掘りし、真剣に検討すべ
きところである。再考を求める。

課題に対して具体的な対策が無いとの指摘と解しま
したが、第4章施策の展開の基本目標5「若者の
ウェルビーイングの実現への支援」において、若者
が幸せな生活を送るための支援施策の方針を定めて
いるほか、他の項目においても、こどもがふるさと
を愛する心を育むことができるよう取り組むことと
しております。

修正なし

4 25
(2)子ども・若者
の意識に関する
調査結果

市内在住の高校生年代の若者に対して実施された調査におい
て、「あなたは将来も四万十市で生活したいと思いますか」と
の問いに、回答者の約６割が「あまり思わない」または「全く
思わない」を選んでいることに驚きました。私は四万十市に移
住した身ですが、暮らしやすく魅力のある市だと感じていま
す。昨年できた「みんなでつくる まちづくり財団HATA!」とも
連携し、より良い地域をつくりたいです。

ご意見いただいたとおり「将来も四万十で生活をし
たいか」という問いには否定的な回答が多くありま
したが、同ページ内で紹介している「四万十市は住
みやすいまちと思うか」という問いには約８割が肯
定的な回答となっています。また、紙面の都合で掲
載はしていませんが、進路に関する質問では回答者
の8割以上が進学を希望しています。学業のために
一度は四万十市を離れた若者が、将来は四万十市に
戻ってきて、この街で子育てがしたいと思ってもら
えるよう魅力あるまちづくりに取り組んでいきたい
と思います。

修正なし

5 39
（2）学童期・思
春期の支援の充
実

命の大切さの学びにおいて、性についての教育も学校の授業で
していただいてる事は認識していますが、参観日に全体へ講師
を招いての講演など、親も子も同じ知識や、考え方を共有出来
るような取り組みにも注力してほしいです。

ご意見いただいたとおり、保護者とともに取り組む
ことは重要ですので、保護者の参加に関しての記述
を追記します。

P39「○いのちを大切にする
心を育む教育の充実」の文
中、「さらに、」の後に「保
護者もこどもとともに学ぶこ
とのできる機会を提供し、家
庭において親子が共通の認識
のもと性や命に対して向き合
うことができるよう取り組む
とともに、」を追記します。

6 41

基本目標3こども
の健やかな育ち
への支援
(1)生きる力を育
む教育の環境整
備

「〇効率的な教育環境の整備」この標記では、子どもたちのた
めの教育環境の整備ではなく経済性を優先したものとしかとれ
ない。更に、四万十市教育振興基本計画、四万十市立小・中学
校再編計画（２次）にもこのような言葉は記載されていない。
このため、「望ましい教育環境の整備」とすべきではないか。
また、この項目の「地域・保護者の理解を得る努力をし、必要
に応じて学校の再編等を検討します。」との記載であるが、教
育長は地域・保護者の理解を得るまでは再編はしないと、言い
切っており。「地域・保護者の理解を得て、必要に応
じ・・・」に変更すべきである。

経済性を優先しているような誤解を与えないため
に、題目の修正を行います。地域・保護者の理解に
関しましては、地域及び保護者の皆様との対話に努
める方針を示した文言です。本計画は個々の施策
（取り組み）内容まで決定するものではありません
（子ども子育て支援事業部分を除く）ので、ご理解
ください。

P41「○効率的な教育環境の
整備」を「○効果的・効率的
な教育環境の整備」に修正。

7 41

基本目標3こども
の健やかな育ち
への支援
(1)生きる力を育
む教育の環境整
備

「〇地域学校協働活動の推進」について、学校運営協議会の設
置は法律、四万十市の規則において、設置されておりその記述
がない。同協議会は校長からの基本方針等に対し承認をするこ
とができ重いものであることから「学校運営協議会」の在り方
等の記述は必要である。

学校運営協議会の在り方については、法律及び規則
に定められており、本計画で方針を示す性質の施策
では無いと考えています。なお、地域学校協働活動
を推進していくには、学校運営協議会を含む「コ
ミュニティ・スクール」との連携は不可欠ですの
で、「コミュニティ・スクール」との連携に関する
記述を追記します。

P41「○地域学校協働活動の
推進」の文末に「また、地域
学校協働活動を実施する際に
は、コミュニティ・スクール
と密接に連携し、より学校と
地域住民等が一体となってこ
どもたちの成長を支えていけ
るよう取り組みます。」を追
記します。

8 -

こどもの権利について学ぶ事で大人の私たちも学ぶ事が多いな
と思いました。子どもたちがこの地域で育って良かったと思え
るような取組みや活動を期待しています。

貴重なご意見として今後の取り組みの参考とさせて
いただきます。

修正なし


